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７月23日（水）に「優良工事等表彰式」を三河港湾事務所にて執り行い、令和６年度に完了した工事において
優秀な成績をおさめられた受注者、技術者、関係協力会社の皆様をお招きし、表彰式を執り行いました。
受賞された皆様の更なるご健勝と、益々のご発展を祈念いたします。

令和７年度 優良工事等表彰 受賞者

★優良工事「令和5年度 三河港神野地区岸壁(-10m)改良工事(その2)」

・神野建設(株)   様  ・(株)ナカボーテック      様 
同 表屋 智之    様 同 関本 良太郎     様

・荒沢工業(株)            様     
         同 後村 優夫    様

★優良工事「令和5年度 衣浦港中央ふ頭西地区岸壁(-12m)改良工事」

・(株)河村産業所          様   ・(株)名古屋ナカテック 様
同 白井 孝佳     様             同 髙橋 佑輔     様

・匠工務(株) 道家 克明  様

★安全工事「令和5年度 三河港神野地区防波堤(北)築造工事(その2)」

・みらい建設工業(株)       様
・深田サルベージ建設(株) 様
・(有)オギノ 高橋 宏昌   様

７月29日（火）に「海をきれいにするための一般協力者の奉仕活動表彰式」を、半田市に所在する衣浦港事務所
にて、半田運河周辺での清掃活動に尽力された『半田運河を守る会』をお招きし、執り行いました。

半田観光の一大拠点であり、地区の宝である半田運河を、四季を通じて市民及び観光客の快適な憩いの場とするこ
とを目的に、『半田運河を守る会』は令和元年から清掃・美化活動を実施しています。
活動は、基本的に偶数月の第２日曜日の朝に行われていますので、皆様も是非、参加してみてはいかがでしょうか。
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海とみなとの相談窓口

全国共通フリーダイヤル

0120-497-370
おおいに  よくなれ   みなと

受付時間※ 9:00～12:00と13:00～17:00(土・日・祝祭日を除く)
※一部の地域を除きます。

7月20日（日）、愛知県田原市の伊良湖港周辺で開催された、『伊良湖みな
とフェスタ2025』を訪れました。
このお祭りは、港を拠点に運航している航路の重要性や役割への理解、田原
市の観光PRや知名度向上を目的に開催されており、今回が3回目の開催にな
ります。
当日は、晴天に恵まれ、ステージイベントやキッチンカーの出店する道の駅
「伊良湖クリスタルポルト」を中心に、家族連れなどで賑わっていました。

お祭りでは、同会場を発着する伊勢湾フェリーによる三河湾特別クルーズ、
渥美魚市場での体験イベント、伊勢湾海上交通センターの一般公開といった
催し物もありました。
伊勢湾海上交通センターなどは、道の駅から少し歩いていく必要があったの
ですが、砂浜や、たくさんの船が行き交う海の景色を見ながら遊歩道を散策
するのも楽しいものでした。

８月８日（金）、小池碧南市長が衣浦港を訪れ、衣浦港と工事に使用されている起重機船（きじゅうきせん）を視察さ
れました。
港内視察では、衣浦港事務所の港湾業務艇「富士丸」に乗船し、衣浦港が果たす物流拠点としての役割や、現在進めら
れている防波堤撤去工事などの説明をしました。
その後、防波堤撤去工事に使用されている起重機船（詳細は下記に記載）に乗船しました。この起重機船は今年就航し
たばかりの新造船で、今回の工事で初めて稼働しています。工事を担当する（株）不動テトラから、起重機船で行う作
業内容や見所等について説明しました。
視察を通して、衣浦港のスケール感と、発展を続ける衣浦港の重要性を再認識していただくことができました。

起重機船のここがすごい！～起重機船の見所紹介～

今回紹介した起重機船は、大型のクレーンが乗っていて、最大400t
（新幹線約10両分）の重くて巨大な構造物などを持ち上げたり運ぶこ
とができます。また、海底にある石や砂を巨大なグラブを使って掘る
「浚渫船（しゅんせつせん）」としても使用できます。
船底には、同系統の起重機船では日本で初めて4基の電動プロペラが
ついているので、錨（いかり）を下ろす必要がなく、風や波に流され
ずにその場でピタッと停まって作業ができます。また、大きな蓄電池
で日中に発電した電気を貯めて、夜間や休日に使うこともでき、環境
にも優しいです。
その他、長期間にわたり船内で生活する船員が、快適に生活できるよ
うに、1人ずつ部屋が用意されていたり、女性専用室やサウナ室が完
備されています。

衣浦港港内視察の様子 起重機船

女性専用室 サウナ室

実際に船内で生活されている若手の船員の方
にお話しを聞くことができました

Q.船内でどれくらいの期間、生活をされていま
すか？

A.今回の工事は４カ月ほど生活しており、休日
等は上陸してプライベートな時間を過ごしてい
ます。

Q.船内での生活はどうですか？
A.キッチンやお風呂、個人の部屋がキレイでサ
ウナ室もあるので、リラックスでき、とても
快適です。

船員さんが働く環境もどんどん良くなってきて
いることを実感しました。
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